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INTERVIEW

先進の治療技術で切れないがんも治す
渡邉　一夫  氏
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医業経営の現場から　file087　関東・甲信越地区
しばさき耳鼻咽喉科（埼玉県深谷市）
地元にこだわった医院づくりと
医師間ネットワーク構築へ
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〈表紙写真〉
時の鐘［ときのかね］（埼玉県）

江戸時代初期の寛永年間に川越城主・酒井
忠勝が最初に建てたといわれる。大勢の観光
客で賑わう「小江戸川越」のシンボルとして慕
われる現在の鐘楼は、明治 27年に再建され
たもの。朝 6 時、正午、午後 3 時、夕6 時
の 4回、鐘がつかれる。2006 年、環境省「日
本の音風景100 選」に選出。さらに足を延ば
せば太田道真・道灌親子が上杉氏の命で築い
た名城川越城（「日本 100 名城」の1つ）も
必見。 　［写真：河口信雄 /アフロ］

REPORT1
がん診療連携拠点病院の取り組み 
CASE1　相良病院（鹿児島県鹿児島市）
CASE2　横浜市立大学附属市民総合医療センター（横浜市南区）
CASE3　四国がんセンター（愛媛県松山市）
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REPORT2
医業経営関連学会レポート
第25回　日本遠隔医療学会学術大会
第 5 回　日本ヘルスケアダイバーシティ学会
第20回　日本医療経営学会学術集会
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ご意見・ご感想などをお寄せください
機関誌 JAHMCをご愛読いただきましてありがとうございま
す。読者の皆様からの投稿をお待ちしております。
E-mail または上記「編集・発行」元まで。
koho@jahmc.or.jp

WATCH
●第 36回全国医療法人経営セミナー
ポストコロナの医療提供体制を考える
●戦略としてのリスクマネジメント広報セミナー
緊急事態におけるリスクコミュニケーションの
あり方を探る
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協会情報24
報告 理事会だより /日本医療福祉設備学会・HOSPEX Japan
案内 継続研修

誌上研修　医療福祉建築　リレー連載 第 2回
設計条件としての
基本計画策定支援業務
田中　一夫
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